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2010年の好パフォーマンス資産は？

楽読
（ラクヨミ）

Ｖｏｌ.191

※上記は過去のものであり、将来の運用成果等を約束するものではありません。

※信頼できると判断したデータをもとに日興アセットマネジメントが作成

主要資産の年間パフォーマンス
（1998年～2009年※ 円換算ベース）

主要資産の年間パフォーマンスを見ると、パフォーマンスの良い資産は毎年入れ替わっています。
また、各資産のパフォーマンスに法則性もみられないため、好パフォーマンスの資産を当て続けて行
くことは大変難しいといえそうです。そのような中、2003年以降は、新興国株式のパフォーマンスが概
ね上位にあることが注目されます。新興国の経済成長率が本格的に高まったのは2003年以降である
ため、高い経済成長率を背景に、新興国株式が堅調に推移したものと考えられます。

来年2010年は、高い経済成長が期待できる国への投資が鍵となるのでしょうか。それとも、従来上位
になかった資産が好パフォーマンスとなるのでしょうか。
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6.8%先進国債券5.6%先進国債券3.7%先進国債券-27.4%先進国株式6

26.2%先進国株式7.0%新興国債券16.3%新興国債券-18.3%日本株式5

27.9%グローバルREIT10.2%日本株式20.7%先進国株式-15.2%新興国株式4

28.3%新興国債券10.3%先進国株式23.8%日本株式-0.2%グローバルREIT3

43.5%日本株式20.6%新興国株式26.3%グローバルREIT3.1%新興国債券2

54.4%新興国株式31.9%グローバルREIT41.1%新興国株式7.8%先進国債券1
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-19.6%日本株式-25.5%日本株式-13.6%先進国債券-35.1%新興国株式6

-3.9%先進国株式-22.7%新興国株式-10.9%グローバルREIT-25.5%新興国債券5

12.3%新興国株式-2.8%先進国株式13.1%先進国株式-18.1%グローバルREIT4

13.9%先進国債券13.4%先進国債券13.7%新興国債券-7.5%日本株式3

14.2%新興国債券29.1%新興国債券50.6%新興国株式0.3%先進国債券2

21.9%グローバルREIT36.2%グローバルREIT58.4%日本株式8.6%先進国株式1
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・グローバルREIT：UBSグローバル・リアル・エステート・インベスターズ・インデックス（米ドルベース） ・新興国株式：MSCIエマージング・マーケット・インデックス（米ドルベース）
・先進国株式：MSCIワールド・インデックス（米ドルベース） ・新興国債券：JPモルガン・エマージング・マーケッツ・ボンド・インデックス・プラス（米ドルベース）
・先進国債券：シティグループ世界国債インデックス（米ドルベース） ・日本株式：TOPIX（東証株価指数）（円ベース）、を日興アセットマネジメントが円換算（TOPIXを除く）
※各指数に関する著作権、知的財産権その他一切の権利は、各指数の算出元または公表元に帰属します。

※2009年は2009年12月24日
までの数値を基に算出


